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こ
の
一
年
間
で
、
子
供
た
ち
は
様
々
な
経
験
や
活

動
を
通
し
て
、
身
体
だ
け
で
な
く
、
学
習
面
や
生
活

態
度
と
い
っ
た
心
の
面
で
も
大
き
く
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
認
め
合
い
、
新
し
く
ス

タ
ー
ト
す
る
学
年
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
こ
の
一
年
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
一
年
間
を
振
り
返
る
中
で
、
自
分
た
ち
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
方
々
の
存
在
に
気
付
き
た
い
も

の
で
す
。
日
々
関
わ
っ
て
い
る
友
達
や
家
の
人
、
地

域
の
方
々
、
用
務
員
さ
ん
や
先
生
方
な
ど
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
残
り

の
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
い
さ
つ
は
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
す
。
気
持
ち
の
良
い
あ
い

さ
つ
は
相
手
と
の
よ
り
良
い
人
間
関
係
づ
く
り
の
き

っ
か
け
と
な
り
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
社
会
生
活

に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
で
す
。
自
分
か
ら

す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
学
校
で
も
声
を

か
け
て
い
き
ま
す
。 

一
年
の
総
ま
と
め
の
月
、
残
り
少
な
い
時
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
次
の
学
年

に
進
級
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
生
活
指
導
部
）     

 

〇
一
年
間
の
反
省
を
し
よ
う 

〇
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う  
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こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
は 

校 

長 

長
町 

正
弘 

 

先
日
の
学
校
公
開
に
お
き
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
中

子
供
た
ち
の
様
子
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
授
業
公
開
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
数
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
改
善
を
求
め
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
相
手
意
識
を
も
つ
と
と
も
に
謙
虚
に
受
け
止
め
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
校
内
を
回
り
ま
す
と
、
特
に
低

中
学
年
の
学
級
で
は
、
時
折
後
ろ
や
横
に
視
線
を
向
け

る
子
供
た
ち
が
い
ま
し
た
。
き
っ
と
お
う
ち
の
方
を
探

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
変
微
笑
ま
し
い
光
景
で
あ

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
土
曜
日
の
午
後
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
皆

様
と
来
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。
席
上
で
一
番
話
題
に
な
り
ま
し
た
の
は
、「
ど
こ

ま
で
（
ど
の
範
囲
ま
で
）
実
施
で
き
る
か
（
戻
せ
る
か
）」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
現
時
点
で
の
方
針
に
つ
い
て
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
状
況
に
応
じ

て
柔
軟
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
六
月
十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
た
学
校
公
開
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
児
童
向
け

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
教
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
動
画
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
配
布
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
六
月
十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
た
学
校
公
開
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
児
童
向
け

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
教
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
動
画
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
配
布
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

  

午
前
に
は
、
体
育
・
健
康
教
育
授
業
地
区
公
開
講
座
の

一
環
と
し
て
、
専
門
家
の
講
師
の
先
生
を
お
招
き
し
「
感

染
症
か
ら
身
を
守
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
今
後
予
定
さ
れ
る

マ
ス
ク
着
用
の
緩
和
や
５
類
へ
の
変
更
か
ら
、
状
況
に
応

じ
た
判
断
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、「
こ
の
場
面
で
は
着
用
し
た
方
が
い
い
」「
こ
の
場

面
で
は
外
し
て
い
い
」
と
い
っ
た
判
断
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
一
律
と
い
う
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
理

由
も
含
め
て
着
脱
を
考
え
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
想
像
力

を
働
か
せ
た
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。 

そ
れ
に
は
、
私
は
「
推
奨
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
大
人
が
方
向
性
を
示
し
つ
つ
、
子
供

の
意
思
も
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

令
和
四
年
度
は
、
ま
も
な
く
終
了
い
た
し
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



３月スクールカウンセラー来校日 

  

日 曜日 行  事 

1 水 
保護者会（３・４年） 

二分の一成人式（４年） 

2 木  

3 金 ６年生を送る会  委員会活動 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水  

9 木 安全指導日 

10 金 クラブ活動 

11 土 
土曜授業 特別時程 

土曜補習教室（４年） 

12 日   

13 月 下校指導（１年） 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金  

18 土  

19 日  

20 月 
４時間授業（１～４年） 

卒業式予行（５・６年 ５・６校時） 

21 火 春分の日 

22 水 

４時間授業（１～４・６年） 

給食終 大掃除 

卒業式準備（５年 ５校時） 

23 木 卒業式（６年） 

24 金 修了式 

25 土  

26 日 春季休業日始 

27 月  

28 火  

29 水  

30 木  

31 金  

３月行事予定 

 

 

黒須 ７日（火） １４日（火） 

太田 ６日（月） １３日（月） 

本校では、令和２年度より、研究主題を「健やかな心の

育成～主体的に自分の考えを表現し、学び合う国語科の指

導法の工夫～」として研究を進めてきました。 

国語科の学習を通して、表現力や語彙力を向上させるこ

とで、子供たちがより主体的に学習に取り組んだり、自分

の考えを表現したりすることができるよう、研究をして参

りました。今年度も、各学年で研究授業を行い、学校全体

で指導力を高めることができるように協議を行い、成果や

課題等を話し合いました。また、学校全体の取組として、

国語の楽しさに触れられるような活動を行う「ことばタイ

ム」や、児童が日常的に読書に親しめるような取組も行っ

てきました。 

３年間の研究を生かし、子供たちが国語科だけでなく

様々な学習活動の中で、主体的に考えを表現し、学び合う

ことができるよう、これからも校内全体で指導力の向上に

努めて参ります。 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
六
月
十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
た
学
校
公
開
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
児
童
向
け

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
教
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
動
画
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
配
布
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

研究について 

６年 卒業に向けて 

 ４月６日、１年生の入学式をサポートして活躍したあの日、

そしてお世話をしていたあの日々から１年が経とうとしてい

ます。 

 へとへとになりながらもみんなで協力してチェックポイン

トを目指した４月の遠足。「共に」をテーマに何度も練習を重

ね、素晴らしい演技を見せた５月の運動会。２クラスずつで

はありましたが、最高の思い出を作ることができた７月の伊

豆高原移動教室。６年生として、最高学年として良いスター

トを切ることができた１学期でした。 

各クラス、工夫を凝らして創り上げ、互いに楽しむことが

できた 10 月の元気祭り。一人一人が思いを込めて作品作りに

取り組んだ 11 月の展覧会。日本の歴史について深く学ぶこと

ができた 12 月の社会科見学。みんなで協力して作り上げる喜

びを感じられた２学期でした。 

 １月、そして２月、卒業までのカウントダウンが始まり、

６年生を送る会の練習や、卒業プロジェクトの活動を行って

います。３学期の残りの日々も、充実した時間となるよう励

ましていこうと思います。 

卒業式までの登校日数は、17 日です。子供たち全員が胸を

張って卒業できるように６年間のまとめをしっかりとして、

残りの時間を笑顔で過ごしていきたいです。 

 

 

＊予告なしの避難訓練があります。 


